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1 授業において、主体的・対話的に取り組ませる工夫、理解させるための工夫をしている。 4 12 3.25 100.0 16 0.0 93.8 5.9

2 生徒一人一台の学習用情報端末を活用し、授業改善を行っている。 4 9 2 1 3.13 86.7 16 6.3 64.7 5.6

3 Off-JT（外部の研修）に積極的に取り組んでいる。 5 6 4 1 2.94 68.8 16 0.0 47.1 5.6

4 生徒の実態に応じ「朝学習」を効果的に実践させている。 8 5 3 3.62 100.0 16 18.8 78.6 22.2

5 生徒の実態に応じ「昼読書」を効果的に実践させている。 8 7 1 3.53 100.0 16 6.3 93.8 11.1

6 生徒の実態に応じ「チャレンジウェンズデー」について効果を検証しながら実践させている。 2 8 4 2 2.86 71.4 16 12.5 46.2 27.8

7 各種検定試験を活用し、実践的な学力を身につけさせる取組をしている。 4 9 3 3.31 100.0 16 18.8 100.0 11.1

8 生徒の探究心を呼び起こすにための教材研究をアンテナ高く日常的に行い、SDGｓ達成に向けて取り組んでいる。 5 10 1 3.33 100.0 16 6.3 87.5 11.1

9 道徳の授業においての教材開発に努めたり発言しやすい学級づくりに努めたりしている。 6 6 4 3.50 100.0 16 25.0 93.3 16.7

10 生活指導部会での情報共有を図り、（必要に応じてSCや関係諸機関等と連携しながら、）いじめの早期解消に努めている。 10 4 2 3.71 100.0 16 12.5 100.0 16.7

11 生活記録や観察、SCとのカウンセリングや三者面談等において、生徒の悩みや相談に対して親身に対応している。 12 3 1 3.80 100.0 16 6.3 100.0 11.1

12 不登校生徒への支援や保護者との連携を密にとり、生徒の家庭以外の居場所をつくっている。 12 1 3 3.92 100.0 16 18.8 100.0 11.1

13 特別支援学級の指導、交流授業を通して共に生きる力を育成している。 7 7 2 3.31 87.5 16 0.0 85.7 22.2

14 特別支援委員会での情報共有や個別の指導計画を基に、全教員で合理的な支援を行っている。 7 7 2 3.50 100.0 16 12.5 100.0 22.2

15 「あ・じ・み・こ・し（挨拶、時間、身だしなみ、言葉遣い、集中力）」の指導を徹底している。 5 10 1 3.33 100.0 16 6.3 100.0 11.1

16 「弁当の日」の実践や給食指導・食育を通して、健康的な自立心を育成している。 9 5 2 3.64 100.0 16 12.5 100.0 33.3

17 ボランティア活動等を通して地域の一員としての自覚と自己肯定感を高める指導を行っている。 3 7 4 2 2.93 71.4 16 12.5 66.7 33.3

18 学校ＨＰの内容を充実させたり、生徒の変容に対応した各種通信等を適宜発行したりしている。 7 8 1 3.47 100.0 16 6.3 87.5 11.1

19 生徒やPTAと一体になって広報活動を充実させている。 2 8 3 3 2.92 76.9 16 18.8 81.3 11.1

20 学校行事、生徒会活動等の教育活動を通して、全生徒に主体的に活動させる機会を多く作っている。 8 6 2 3.57 100.0 16 12.5 100.0 11.1

21 部活動を通して生徒の向上心を育成している。 6 7 1 2 3.36 92.9 16 12.5 93.3 16.7

22 生徒の生き方、在り方について考えるキャリア教育を推進している。 5 7 4 3.42 100.0 16 25.0 100.0 16.7

中間評価

令和５年度　教師アンケート　(期末評価）

４：よくあてはまる　→１：まったくあてはまらない　　青：９０％以上　，緑：７０％以上９０％未満　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄：５０％以上７０%未満　　赤：５０%未満　　　達成率は（４+３）の割合

期末評価


